
スポーツ関連事業の紹介
スポーツ局⻑

中⽥ 周兵
（湘南鎌倉総合病院）

公益社団法⼈

神奈川県理学療法⼠会

2026年度 新⼈オリエンテーション 

神奈川県理学療法⼠会の旧組織体制
会員の「スポーツ」に対する⾼いニーズ

（関連事業への参加もしやすい）

「スポーツ」で本会をアピール
⼈材育成のモデル事業を実施
（会員・県⺠・⾏政に還元）

スポーツ局

設置
（2022年7⽉）
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現在の組織体制（2022年7⽉〜）
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事務局

中⽥ 周兵 （局⻑︓湘南鎌倉総合病院 スポーツ総合診療センター）

渡邊 裕之 （副局⻑ 兼 事務局⻑︓北⾥⼤学）

担当理事

部⻑
⽥村 将希 （競技スポーツ⽀援部︓昭和医科⼤学 スポーツ運動科学研究所）

駒場 佳世⼦ （パラスポーツ⽀援部︓横浜市⽴脳卒中・神経脊椎センター）

佐藤 陽介 （スポーツイベント⽀援部︓相模原協同病院）

中尾 陽光 （学校保健部︓湘南医療⼤学）

現在の組織体制（2022年7⽉〜）

活動⽅針︓「⼈材育成への寄与」と「スポーツ現場に関わる機会創出」

競技スポーツ⽀援部の事業
事業名 区分

スポーツ理学療法⼈材育成事業 ⼈材育成

スポーツ理学療法講習会 ⼈材育成

⾼校野球へのメディカルサポート 会員参加
県⺠還元

⾼校バスケットボールへのメディカルサポート 会員参加
県⺠還元

市⺠公開講座（理学療法フェスタ・スポーツ傷害予防セミナー） 県⺠還元

応⽤研修②
スポーツ現場における

スポーツ理学療法

応⽤研修①
医療施設における
スポーツ理学療法

基礎研修
スポーツ理学療法の基礎

スポーツ現場での理学療法⼠の活動⾒学

（応急処置、救急対応 等）

基礎研修会の受講
（現場活動に必要な基礎知識、部位別のスポーツ理学療法の実際、

テーピングやトレーニング⽅法の実技など）

県内スポーツ専⾨施設での研修
（スポーツ外傷術後早期リハ & アスリハ）

STEP1

STEP2

STEP3

認定証の発⾏、スポーツ理学療法⼠⼈材バンクへの登録

スポーツ理学療法⼈材育成事業



公社）神奈川県理学療法士会

スポーツ局

競技スポーツ支援部

関東労災病院

日本鋼管病院

昭和医科大学

スポーツ運動科学

研究所

競技団体/チーム/

教育機関（大学等）

湘南鎌倉総合病院
スポーツ総合診療センター

ウェルケア

わきた整形外科

横浜市スポーツ
医科学センター

競技スポーツ支援部の構成

部長 田村 将希（昭和医科大学スポーツ運動科学研究所）

副部長 小野 元揮（横浜南共済病院） 柴田 真子（横浜市スポーツ医科学センター）

部員

今屋 健（関東労災病院） 成田 崇矢（桐蔭横浜大学）

吉沢 剛（帝京科学大学） 上倉 將太（日本体育大学）

大見 頼一（日本鋼管病院） 清水 結 （とつか西口整形外科）

島田 周輔（湘南ベルマーレ） 難波 英海（藤沢湘南台病院）

宮田 徹（相模原協同病院） 千葉 慎一（ウェルケアわきた整形外科）

相模原協同病院藤沢湘南台病院

昭和医科⼤学

関東労災病院

術後のスポーツ理学療法

KAGAYA        Yoshinori

加賀⾕ 善教

IMAYA        Ken

今屋 健

スポーツ理学療法⼈材育成事業
趣 旨︓スポーツPT分野で活躍できる⼈材の育成
構 成︓① 基礎研修会（座学、実技演習）

② スポーツ専⾨医療機関での研修
③ スポーツ現場での研修
※ ①-③ 修了者を⼈材バンクに登録

スポーツ理学療法に必要な基礎科学

YSA
スポーツと医科学のクリニック

横浜関内

TAMAKI       Tatsuya

⽟置 ⿓也
下肢のスポーツ理学療法

2025年度 基礎研修会
⽇ 程︓3⽇間開催（10⽉13⽇、12⽉21⽇、1⽉18⽇）
場 所︓横浜市スポーツ医科学センター
定 員︓40名（本会会員限定）
参加費︓¥4,000/⽇

⽇本鋼管病院

とつか⻄⼝整形外科

スポーツ動作とトレーニング

OMI          Yorikatsu

⼤⾒ 頼⼀

SHIMIZU     Yu

清⽔ 結

予防・再発予防のスポーツ理学療法

桐蔭横浜⼤学

NARITA       Takaya

成⽥ 崇⽮
体幹のスポーツ理学療法

藤沢湘南台病院

帝京科学⼤学

トレーナーの役割と実際

NANBA           Hidemi

難波 英海

YOSHIZAWA  Tsuyoshi

吉沢 剛

脳震盪と熱中症

⽇本体育⼤学

KAMIKURA      Syouta

上倉 將太
スポーツ現場で有効なテーピング

ウェルケアわきた整形外科
CHIBA         Shinichi

千葉 慎⼀
上肢のスポーツ理学療法

パラスポーツ⽀援部の事業
事業名 区分

パラスポーツ理学療法講習会 ⼈材育成

川崎市障害者スポーツ⼤会のメディカルサポート 会員参加
県⺠還元

パラ陸上競技⼤会タイムトライアルのメディカルサポート 会員参加
県⺠還元

ボッチャオープンチャンピオンシップへのメディカルサポート 会員参加
県⺠還元

パラスポーツ理学療法講習会
〜⾞いすバスケットボール・ボッチャ体験会〜 スポーツイベント⽀援部の事業

事業名 区分

救急法基礎講習会 ⼈材育成

横浜マラソンへのメディカルサポート 会員参加
県⺠還元

城下町おだわらツーデーマーチへのメディカルサポート 会員参加
県⺠還元

さがみはらスポーツフェスティバルへのメディカルサポート 会員参加
県⺠還元



2019 横浜マラソン

2023/11/18-19
城下町おだわらツーデーマーチ

2023/08/05-06 
YOKOHAMAビーチスポーツフェスタ2023

学校保健部の事業
事業名 区分

学校保健領域講習会 ⼈材育成

学校保健領域活動（スクールトレーナー事業） 会員参加
県⺠還元

理学療法⾒学会 会員参加
県⺠還元

学校保健領域講習会
2023年10⽉15⽇（⽇） オンライン開催（Zoom）
内容

・講義１ ⼤⼯⾕新⼀（北陸⼤学）

『理学療法⼠が学校で活動していくために必要なこと』

・講義２ ⼭川智之（南⼤阪病院）

『学校保健活動当初の経験』

・講義３ 塩⽥真史（横浜市スポーツ医科学センター）

『理学療法⼠による学校での活動紹介（横浜市の事例）』

学校保健領域活動について

公益財団法⼈ 運動器の健康・⽇本協会が認定する資格

スクールカウンセラー ＝ ⼼の専⾨家
スクールトレーナー ＝ ⾝体の専⾨家

1. 職種︓理学療法⼠（PT）
2. 理学療法⼠が、医師（学校医・運動器の専⾨医等）と協⼒し、⾃治体や学校の求めに応じて、

児童⽣徒等の 運動器の健康増進と運動器疾患・障害の予防に関わる

教育・啓発や保健指導の⽀援・協⼒を⾏い、児童⽣徒等の⼼⾝の健全な成⻑・発達に資する

3. 対象︓児童⽣徒（⼩学⽣、中学⽣、⾼校⽣）、教職員、保護者 等

4. 教育・指導の形態・⽅法︓教育委員会・各学校と協議の上、形態と題⽬・内容等は決定
A. 講演・講話 ̶̶ [例1] 教職員・保護者対象︓「⼦どもの成⻑と運動・スポーツのしかた」
B. 実技指導 ̶̶ [例2] ⼩学⽣対象︓「良い姿勢と歩き⽅」「ストレッチングの仕⽅と注意」
C. 個別相談 ̶̶ [例3] 学校部活動指導者対象︓「スポーツに伴うケガ予防・再発防⽌」

運動器の健康・⽇本協会
認定スクールトレーナー



学校内での種々の活動における健康管理，健康教育
① 体育などの授業中、およびクラブ活動における外傷・
障害への対応とその予防

② 生活習慣の改善（肥満対策）
③ 机・椅子、靴のフィッティング
④ 内科疾患の罹患生徒・児童（心奇形や腎疾患）に対す
る運動処方や病態管理

⑤ 遊具の選択や配置などへの助言（リスクや効果）
⑥ 運動器検診後の事後措置
⑦ 健康教育
⑧ 個別指導、集団指導
⑨ 教職員の外傷予防と健康増進（疾病予防）
⑩ 学校医、養護教諭、医療機関との連携

医療ではなく 健康教育・運動指導，健康指導・姿勢指導

（日本理学療法士協会グランドデザイン検討特別委員会）

学校での理学療法士の仕事
学校内での種々の活動における健康管理，健康教育
① 体育などの授業中、およびクラブ活動における外傷・
障害への対応とその予防

② 生活習慣の改善（肥満対策）
③ 机・椅子、靴のフィッティング
④ 内科疾患の罹患生徒・児童（心奇形や腎疾患）に対す
る運動処方や病態管理

⑤ 遊具の選択や配置などへの助言（リスクや効果）
⑥ 運動器検診後の事後措置
⑦ 健康教育
⑧ 個別指導、集団指導
⑨ 教職員の外傷予防と健康増進（疾病予防）
⑩ 学校医、養護教諭、医療機関との連携

医療ではなく 健康教育・運動指導，健康指導・姿勢指導

（日本理学療法士協会グランドデザイン検討特別委員会）

学校での理学療法士の仕事
学校内での種々の活動における健康管理，健康教育
① 体育などの授業中、およびクラブ活動における外傷・
障害への対応とその予防

② 生活習慣の改善（肥満対策）
③ 机・椅子、靴のフィッティング
④ 内科疾患の罹患生徒・児童（心奇形や腎疾患）に対す
る運動処方や病態管理

⑤ 遊具の選択や配置などへの助言（リスクや効果）
⑥ 運動器検診後の事後措置
⑦ 健康教育
⑧ 個別指導、集団指導
⑨ 教職員の外傷予防と健康増進（疾病予防）
⑩ 学校医、養護教諭、医療機関との連携

医療ではなく 健康教育・運動指導，健康指導・姿勢指導

（日本理学療法士協会グランドデザイン検討特別委員会）

学校での理学療法士の仕事
認定スクールトレーナー

県内⼩学校からの依頼を受け 運動をテーマとした出張講義を実施

現在の私たちの活動

理学療法⾒学会
毎年 7⽉下旬〜8⽉上旬に実施
• 県内の⾼校⽣が対象
• 県内全域の10以上の医療機関が協⼒
• 理学療法⼠の職能について説明
• 臨床⾒学（院内ツアー）

横浜市スポーツ医科学センター開催の様⼦

理学療法理学療法理学療法
見学会開催見学会開催見学会開催
カラダを支えるプロの仕事、体験しよう！

・理学療法士について
・業務見学・体験
・座談会

・2時間程度

施設一覧施設一覧

見学内容見学内容

申し込み

右のQRコードを読み取り、申し込みください。
6月23日（月）より申し込み開始になります。

お問い合わせ先
（学校保健部）

申し込みの流れ

sp_school@pt-kanagawa.or.jp

見学時間見学時間

・7/25(金) 横浜市　  横浜市スポーツ医科学センター
・7/25(金) 横浜市　  横浜市立みなと赤十字病院
・7/29(火) 厚木市　  東名厚木病院 
・7/30(水) 藤沢市     クローバーホスピタル
・7/30(水) 川崎市     日本鋼管病院
・7/31(木) 茅ヶ崎市  二階堂整形外科クリニック
・7/31(木) 横浜市     朝倉病院
・8/7 (木) 鎌倉市　  湘南鎌倉総合病院
・8/8 (金) 秦野市     介護老人保健施設 ひまわりの里  
・8/15(金) 相模原市 相模原協同病院
・8/21(木) 小田原市 小田原市立病院

スポーツ局の事業
臨床認定カリキュラム（認定理学療法⼠取得要件）

「分野︓スポーツ理学療法」
・オンライン（オンデマンド） ︓12コマ
・対⾯講習会 ︓8コマ

理学療法⼠免許取得
↓

本会⼊会

〈科⽬・講師⼀覧〉
科⽬ 講義形式 講師⽒名 所属

1 スポーツ理学療法 総論 オンデマンド 中⽥ 周兵 湘南鎌倉総合病院

2 医学的診断と治療介⼊ オンデマンド 加賀⾕ 善教 昭和医科⼤学

3 スポーツ外傷・障害の機能評価 オンデマンド 柴⽥ 真⼦ 横浜市スポーツ医科学センター

4 アンチドーピング オンデマンド 古川 美紀 薬樹株式会社

5 スポーツ外傷の急性期対応 オンデマンド 吉沢 剛 帝京科学⼤学

6 スポーツ外傷・障害のアスレティックリハビリテーション オンデマンド 佐藤 正裕 横浜DeNAベイスターズ

7 スポーツ外傷・障害の発⽣・再発予防のための理学療法 オンデマンド 永野 康治 ⽇本⼥⼦体育⼤学

8 パフォーマンス向上のための介⼊とその⽅法 対⾯ 清⽔ 結 とつか⻄⼝整形外科

9 スポーツ外傷・障害への理学療法 上肢 対⾯ 中村 絵美 順天堂⼤学

10 スポーツ外傷・障害への理学療法 下肢 対⾯ 相澤 純也 順天堂⼤学

11 スポーツ外傷・障害への理学療法 頭頸部・体幹 対⾯ 松浦 由⽣⼦ 新潟医療福祉⼤学

12 患者・家族教育の意義とその⽅法 オンデマンド 来住野 ⿇美 昭和医科⼤学

13 スポーツ⽤装具・テーピング・物理療法とその活⽤ オンデマンド ⾼橋 佐江⼦ 国⽴スポーツ科学センター

14 障がい者スポーツ 総論 オンデマンド 前⽥ 慶明 広島⼤学

15 障がい者スポーツ 障害別各論 オンデマンド 笹代 純平 国⽴スポーツ科学センター

1 11-1.疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編１）（画像評価の実際）

2 11-2.疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編２）（救急対応の実際） 対⾯ 佐保 泰明 帝京⼤学

3 11-3.疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編３）（スポーツ⽤装具・テーピング 上肢・体幹） 対⾯ 三富 陽輔 コマツ

4 11-3.疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編４）（スポーツ⽤装具・テーピング 下肢） 対⾯ 菊川 ⼤輔 横浜 F・マリノス

5 11-5.疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編５）（物理療法） オンデマンド ⽟置 ⿓也 横浜市スポーツ医科学センター

6 11-4.疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編４）（スポーツ選⼿に対する徒⼿療法）

7 11-7.疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編７）（パフォーマンス向上・予防トレーニングの実際） 対⾯ ⼩⼭ 貴之 ⽇本⼤学

8 11-8.疾病・障害特異的理学療法の実際（技術編8）（障がい者スポーツの競技・障害別対応の実際）

カリキュラム

必須科⽬

選択科⽬

【対⾯講義スケジュール】

⽇時︓ 2026年6⽉20⽇（⼟）・6⽉21⽇（⽇）

場所︓ 横浜市スポーツ医科学センター 研修室

9:30〜11:00 スポーツ外傷・障害への理学療法 〜上肢〜 中村 絵美 順天堂⼤学

11:10〜12:40 スポーツ外傷・障害への理学療法 〜頭頸部・体幹〜 松浦 由⽣⼦ 新潟医療福祉⼤学

12:40〜13:30

13:30〜15:00
疾病・障害特異的理学療法の実際
〜スポーツ⽤装具・テーピング（上肢・体幹）〜

三富 陽輔 コマツ

15:10〜16:40 疾病・障害特異的理学療法の実際 〜救急対応の実際〜 佐保 泰明 帝京⼤学

9:00〜10:30 パフォーマンス向上のための介⼊とその⽅法 清⽔  結 とつか⻄⼝整形外科

10:40〜12:10
疾病・障害特異的理学療法の実際
〜スポーツ⽤装具・テーピング（下肢）〜

菊川 ⼤輔 横浜 F・マリノス

12:10〜13:00

13:00〜14:30 スポーツ外傷・障害への理学療法 〜下肢〜 相澤 純也 順天堂⼤学

14:40〜16:10
疾病・障害特異的理学療法の実際
〜パフォーマンス向上・予防トレーニングの実際〜

⼩⼭ 貴之 ⽇本⼤学

6/20
（⼟）

休憩

6/21
（⽇）

休憩



理学療法⼠免許取得
本会への⼊会

認定理学療法⼠ (スポーツ理学療法)

スポーツ現場における理学療法⼠の活動を⾒学

スポーツ関連の講習会を受講

スポーツ関連資格（JSPO-AT 等）取得

スポーツ理学療法⼠のキャリアパス

トップアスリート⽀援/国際⼤会帯同

学術活動/学位取得/専⾨理学療法⼠ (スポーツ理学療法)

＊⻘字は本会事業として実施

私たちはスポーツに関⼼のある本会会員の皆様の
現場活動やキャリア形成を全⼒で⽀援します
本会⼊会後、関連事業へのご参加をお待ちしています︕

本会ホームページで活動紹介
https://pt-kanagawa.or.jp/members/sports/


